
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註 

巻
上 

 

東
京
班 

田
中
郁
雄 

 

観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道 

 此
れ
よ
り
已
下
は
是
れ
第
四
の
観
察
門
な
り
。
此
の
門
に
分
け
て
二
の
別
と
為

す
。 

一
は
器
世
間
荘
厳
成
就
を
観
察
す
。 

二
は
衆
生
世
間
荘
厳
成
就
を
観
察
す
。 

此
の
句
よ
り
已
下
「
願
生
彼
阿
弥
陀
仏
国
」
に
至
る
ま
で
、
是
れ
器
世
間
荘
厳

成
就
を
観
ず
る
な
り
。
中
に
ま
た
分
け
て
十
七
の
別
と
為
す
、
文
に
至
り
て
當ま

さ

に

目な
づ

く
べ
し
。 

此
の
二
句
は
即
ち
是
第
一
の
事
な
り
、
名
て
観
察
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
と
為
す
。

此
の
清
浄
は
是
れ
捴
相
な
り
。 

仏
本
と
此
の
荘
厳
清
浄
功
徳
を
起
こ
し
た
も
う
ゆ
え
は
、
三
界
は
是
れ
虚
偽
の

相
、
是
れ
輪
転
の
相
、
是
れ
无
窮
の
相
に
し
て
、
蚇
蠖
（
し
ゃ
く
か
く
）
循
環
す
る

が
如
く
、
蚕
繭
（
さ
ん
け
ん
）
の
自
ら
縛
わ
る
如
く
、
哀
れ
な
る
哉
な
衆
生
此
の
三

界
顛
倒
の
不
浄
に
締
わ
る
る
を
見
そ
な
わ
し
て
、
衆
生
を
不
虚
偽
の
処
に
置
い
て

不
輪
転
の
処
に
於
い
て
不
无
窮
処
に
お
い
て
畢
竟
安
楽
の
大
清
浄
処
を
得
し
め
ん

と
欲
し
め
す
。 

此
の
故
に
此
の
清
浄
荘
厳
功
徳
を
起
こ
し
た
も
う
也
。 

成
就
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
此
の
清
浄
は
破
壊
す
べ
か
ら
ず
汗
染
す
べ
か
ら
ず
。 

三
界
は
是
れ
汗
染
の
相
な
り
是
れ
破
壊
の
相
の
如
く
に
は
非
ざ
る
也
。 

「
観
」
は
観
察
也
。 

「
彼
」
は
彼
の
安
楽
国
也
。 

「
世
界
相
」
は
彼
の
安
楽
世
界
の
清
浄
の
相
也
、
其
の
相
別
に
下
に
在
り
。 

「
勝
過
三
界
道
」、
道
と
は
通
也
。
此
の
如
く
の
因
を
以
て
此
の
如
く
の
果
を
得
し

む
、
此
の
如
く
の
果
を
以
て
此
の
如
く
の
因
を
酬
う
。
因
に
通
じ
て
果
に
至
る
、

果
に
通
じ
て
因
に
至
る
、
果
に
通
じ
て
因
に
酬
う
、
故
に
名
づ
け
て
道
と
な
す
。 

三
界
は
一
に
は
是
れ
欲
界
、、
所
謂
六
欲
天
、
四
天
下
の
人
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地

獄
等
是
成
。 

二
に
は
是
れ
色
界
、
所
謂
初
禅
・
二
禅
・
三
禅
・
四
禅
の
天
等
是
れ
也
。 

三
は
是
れ
無
色
界
、
所
謂
空
処
・
識
処
・
无
所
有
処
・
非
想
非
非
想
処
の
天
等
是

也
。 此

の
三
界
は
蓋
し
是
れ
生
死
の
凡
夫
流
転
の
闇
宅
也
。
復
苦
楽
小
（
す
く
な
し
）

殊
に
修
短
暫
く
異
と
雖
も
統
て
而
も
之
を
観
ず
る
に
有
漏
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
。 

倚
伏
（
い
ぶ
く
）
し
相
乗
し
て
修
環
際
无
し
。
雑
生
觸
受
し
四
倒
長
く
拘
わ
る
。
且

の
因
且
の
果
虚
偽
相
い
襲
う
。 

    

現
代
語
訳 

彼
の
世
界
（
お
浄
土
）
の
姿
を
私
（
天
親
）
が
観
ず
る
（
見
る
）
に
、
こ
の
世
の

欲
界
、
色
界
、
无
色
界
の
三
界
に
勝
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。 

此
れ
よ
り
已
下
は
五
念
門
の
第
四
の
観
察
門
な
り
。
此
の
門
を
分
け
て
二
と
な
す
。 

 

一
は
器
世
間
荘
厳
成
就
を
観
察
す
。
器
世
間
と
は
浄
土
の
環
境
が
成
就
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
二
は
衆
生
世
間
荘
厳
成
就
を
観
察
す
。
衆
生
世
間
と
は
浄
土
の
仏
、

菩
薩
方
の
姿
が
成
就
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

此
の
句
よ
り
「
願
生
彼
阿
弥
陀
仏
国
」（
８
／
１
３
）
に
至
る
ま
で
は
器
世
間
荘

厳
成
就
と
す
る
。
こ
の
中
を
分
け
て
十
七
句
と
す
る
。 

 

こ
の
二
句
は
即
ち
第
一
の
事
で
、
名
づ
け
て
「
観
察
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」
と

す
。
こ
の
清
浄
は
是
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 

仏
が
元
こ
の
荘
厳
清
浄
功
徳
を
を
起
こ
し
た
も
う
所
以
は
、
三
界
（
欲
界
・
色

界
・
無
色
界
）
は
、
嘘
、
偽
り
の
世
界
で
あ
り
、
生
死
を
を
繰
り
返
す
世
界
で
あ

り
、
終
わ
り
の
な
い
世
界
に
し
て
、
尺
取
虫
が
茶
碗
の
ま
わ
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る

よ
う
で
あ
り
、
蚕
が
繭
を
出
し
て
自
縛
す
る
よ
う
で
あ
る
。
哀
れ
な
衆
生
よ
、
こ

の
三
界
顛
倒
し
て
、
不
浄
に
ま
つ
わ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
仏
は
見
そ
な
わ
し
て
、

衆
生
を
嘘
、
偽
り
の
な
い
世
界
、
生
死
を
繰
り
返
す
世
界
、
終
わ
り
の
な
い
世
界

を
し
て
、
究
極
に
安
ら
か
で
、
大
清
浄
の
世
界
を
得
さ
せ
よ
う
と
思
わ
れ
た
。 

 

此
の
故
に
、
此
の
清
浄
で
荘
厳
さ
れ
た
苦
悩
の
な
い
功
徳
を
起
こ
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

成
就
と
言
う
の
は
、
こ
の
清
浄
は
壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
け
が
れ
に
染
ま
ざ

れ
ず
、
三
界
の
よ
う
に
汚
染
の
相
で
あ
り
、
破
壊
の
相
の
如
く
で
は
な
い
。 

 

「
観
」
は
観
察
で
あ
る
。
心
に
物
事
を
思
い
浮
か
べ
て
細
か
く
明
ら
か
に
考
え

る
こ
と
。「
彼
」
は
彼
の
安
楽
国
、
お
浄
土
で
あ
る
。「
世
界
相
」
は
お
浄
土
の
清
浄

の
相
で
あ
る
。
そ
の
想
別
に
※
下
の
文
に
あ
る
。 

 

「
勝
過
三
界
道
」
、
道
は
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
因
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

果
を
得
し
む
。
こ
の
よ
う
な
果
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
因
を
酬
う
。
故
に
名
づ

け
て
道
と
な
す
。
果
は
因
に
な
ろ
う
と
す
る
、
因
は
果
に
な
ろ
う
と
す
る
。 

 

三
界
は
、
一
に
は
欲
界
所
謂
、
六
欲
天
（
欲
界
に
属
す
る
六
重
の
天
）、
四
天
下

の
人
（
須
弥
山
の
四
方
に
あ
る
と
さ
れ
る
四
大
陸
に
い
る
天
人
）、
畜
生
、
餓
鬼
、

地
獄
等
こ
れ
な
り
。 

 

二
は
色
界
、
所
謂
、
初
禅
（
四
禅
定
の
第
一
、
瞑
想
の
第
一
）、
二
禅
、
三
禅
、

四
禅
の
天
人
等
で
あ
る
。 

 
三
は
无
色
界
（
精
神
的
要
素
か
ら
な
る
世
界
）
、
所
謂
、
空
処
（
虚
空
の
よ
う
に

無
辺
で
あ
る
と
観
ず
る
境
地
）
、
无
所
有
処
（
何
も
な
い
と
観
ず
る
境
地
）
、
非
想

非
非
想
処
（
想
い
が
あ
る
の
で
も
な
く
、
無
い
の
で
も
な
い
境
地
）
天
等
で
あ
る
。 

 

こ
の
三
界
は
推
量
す
る
に
、
こ
れ
は
生
死
す
る
凡
夫
流
転
の
暗
闇
の
家
宅
で
あ

る
。 

 

苦
楽
に
多
少
の
異
な
り
が
あ
り
、
命
に
長
い
短
い
の
わ
ず
か
な
差
が
あ
る
と
い

え
ど
も
、
煩
悩
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。
禍
の
中
に
福
あ
り
、
福
の
中
に
禍
が

ひ
そ
ん
で
い
て
、
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
、
循
環
際
な
し
。
四
生
（
卵
・
胎
・
湿
・ 

化
）
の
生
を
受
け
て
、
四
顛
倒
に
長
く
拘
束
さ
れ
る
。
か
つ
は
因
、
か
つ
は
果
、
嘘

偽
り
が
相
襲
う
。 



安
楽
は
是
れ
菩
薩
の
慈
悲
正
観
之
由
よ
り
生
な
り
、
如
来
の
神
力
本
願
之
処
建

（
し
ょ
こ
ん
）
な
り
。
卵
・
胎
・
湿
・
の
生
玆
れ
に
縁
っ
て
高
榾
（
こ
う
こ
つ
、
榾

は
揖
（
ゆ
う
）
の
誤
字
・
揖
は
お
辞
儀
を
す
る
こ
と
・
高
は
遠
く
の
意
、
お
辞
儀
を

し
て
遠
く
へ
去
る
こ
と
）
、
業
綮
の
長
き
維
（
つ
な
）
此
れ
よ
り
永
く
断
つ
。 

※
①
続
括
（
ぞ
く
か
つ
）
之
権
、
勧
め
を
待
た
ず
し
て
弓
を
引
き
、
※
②
労
謙
善

譲
普
賢
に
斉
し
く
し
て
徳
を
同
じ
く
す
。
三
界
に
勝
過
し
て
是
れ
近
き
言
を
抑
（
お

さ
う
） 

   

感
想 

  

曇
鸞
大
師
が
浄
土
を
感
ず
る
に
、
浄
土
は
穢
土
の
三
界
よ
り
超
え
勝
れ
て
い
て
、

浄
土
そ
の
も
の
が
清
浄
で
あ
る
。
そ
こ
の
住
ん
で
い
る
仏
、
菩
薩
方
も
信
心
成
就

し
て
い
る
。
我
々
の
三
界
は
曇
鸞
大
師
の
譬
が
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
。 

 

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
の
者
が
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
不
断
煩
悩
得
涅
槃
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
死
ん
で
か
ら
の
話
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
事
で
あ
る
こ
と
を
聖

人
が
い
わ
れ
て
い
る
。
私
の
い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
が
浄
土
の
南
無
阿
弥
陀
仏
で

あ
る
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
。 

                        

 

安
楽
は
是
菩
薩
の
慈
悲
、
正
観
（
正
し
い
智
慧
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
）
の
故
に

よ
っ
て
、
生
ず
る
な
り
。
如
来
の
不
可
思
議
の
は
た
ら
き
と
本
願
が
建
て
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

 

卵
・
胎
・
湿
の
流
転
の
生
は
こ
れ
に
よ
っ
て
遠
く
に
さ
る
。
業
綮
の
長
き
綱
は

こ
れ
に
よ
っ
て
永
く
断
た
れ
る
。 

 

※
①
下
の
文 

 
 

 

「
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」
と
は
「
偈
」
に
「
観
彼
世
界
相
・
勝
過
三
界
道
」
と
言

え
る
が
故
に
、
此
れ
い
か
ん
が
不
思
議
な
る
。
凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
有
り
て
、

亦
彼
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ば
、
三
界
の
綮
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
即
ち
是

れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
る
な
り
。
い
ず
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
。 

（
１
２
／
１
２
０
） 

 

「
能
発
一
念
喜
愛
心 

不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
に
つ
い
て
、
覚
如
は
（
２
６
／
１

６
）
に
凡
夫
不
成
の
迷
情
に
令
諸
衆
生
の
仏
智
満
入
し
て
不
成
の
迷
信
を
他
力
よ

り
成
就
し
て
願
入
弥
陀
界
の
往
生
の
正
業
成
ず
る
時
を
「
能
発
一
念
喜
愛
心
」
と

も
「
不
段
煩
悩
得
涅
槃
」
と
も
「
入
正
定
聚
之
数
」
と
も
「
住
不
退
転
」
と
も
聖
人

釈
し
ま
せ
ま
せ
り
。
（
講
解
教
行
信
証
・
星
野
元
豊
師
） 

  

※
②
続
括
の
権 

  

「
智
度
論
」
に
出
る
譬
え
。
空
・
無
相
・
無
願
の
三
解
脱
門
を
修
し
得
た
菩
薩

は
、
諸
法
の
寂
滅
を
覚
っ
て
声
聞
の
阿
羅
漢
の
如
く
無
余
涅
槃
に
入
る
べ
き
な
の

に
、
何
故
そ
う
し
な
い
の
か
、
と
言
う
問
い
に
答
え
て
、
菩
薩
が
三
解
脱
門
を
修

す
る
の
は
。
た
と
え
ば
虚
空
に
向
か
っ
て
矢
を
放
つ
よ
う
な
も
の
で
で
、
放
っ
て

お
け
ば
矢
は
大
地
（
涅
槃
）
に
落
ち
る
の
で
あ
る
が
、
菩
薩
は
次
か
ら
次
へ
と
虚

空
に
矢
を
射
っ
て
、
つ
い
に
大
地
に
か
え
ら
し
む
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
衆
生

教
化
の
利
他
方
便
行
の
た
め
で
あ
る
。
と
説
く
。
括
と
は
矢
の
末
尾
の
弓
の
弦
を

受
け
る
と
こ
ろ
。
続
け
ざ
ま
に
矢
を
放
つ
こ
と
を
続
括
と
言
う
。
権
は
権
方
便
、

菩
薩
の
利
他
行
を
言
う
。 

 

※
③
労
謙
善
譲 

  
労
を
謙
虚
に
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
結
果
を
善
く
人
に
譲
る
こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
読
浄
土
論
註
・
東
本
願
寺
） 

 



 

究
竟
如
虚
空 

広
大
無
辺
際 

 
 

 

此
の
二
句
は
荘
厳
量
功
徳
成
就
と
名
づ
く 

仏
本
（
も
と
）
此
の
荘
厳
量
功
徳
を
起
こ
し
た

も
う
所
以
は
、
三
界
を
見
そ
な
わ
す
に
、
陜
・
小
・

堕
・
陘
・
陪
・
陼
に
し
て
、
或
は
宮
観
迫
迮
な
り
。

或
は
土
田
逼
隘
な
り
。
或
は
志
求
路
促
（
つ
づ
ま

り
或
は
山
河
隔
ち
障
え
、
或
は
国
界
分
部
せ
り
。

此
の
如
き
等
の
種
々
の
挙
急
の
事
有
り
。 

 

是
の
故
に
菩
薩
此
の
荘
厳
量
功
徳
の
願
を
興

し
た
ま
え
り
。
願
わ
く
は
、
我
が
国
土
虚
空
の
ご

と
く
広
大
無
際
な
ら
ん
、
と
。 

「
如
虚
空
」
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
、
来
生
の
者

衆
（
お
お
し
）
と
雖
も
猶
無
か
ら
ん
が
若
く
な
ら

ん
と
な
り
。 

「
広
大
無
際
」
と
は
、
上
の
如
虚
空
の
義
を
成
ず
。

何
が
故
ぞ
虚
空
の
如
し
と
い
う
。
広
大
に
し
て

際
無
き
を
以
て
の
故
に
。 

成
就
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
、
十
方
衆
生
の
往

生
せ
ん
者
、
若
く
は
己
（
い
）
に
生
じ
、
若
く
は

今
に
生
じ
、
若
く
は
当
に
生
ぜ
ん
、
無
量
無
辺
な

り
と
雖
も
、
畢
竟
じ
て
常
に
虚
空
の
如
く
、
広
大

に
し
て
際
無
く
し
て
、
終
に
満
つ
る
時
無
か
ら

ん
。 

 

是
の
故
に
、
「
畢
竟
如
虚
空
・
広
大
無
辺
際
」

と
言
え
り
。（
の
た
ま
）
え
り 

 

問
う
て
曰
わ
く
。
維
摩
の
如
き
は
、
方
丈
に
苞

容
し
て
余
あ
り
。 

何
ぞ
必
ず
国
界
無
貲
（
し
）

な
る
を
、
乃
し
広
大
と
称
す
や
。 

 

答
え
て
曰
わ
く
。
言
う
所
の
広
大
は
、
必
ず
し

も
畦
・
畹
を
以
て
喩
と
為
す
に
非
ず
。
但
、
空
の

如
し
と
い
う
。
亦
何
ぞ
方
丈
を
累
ね
ん
や
。 

 

又
、
方
丈
の
包
容
す
る
所
は
、
陜
に
在
り
て
広

な
り
。
覈
（
ま
こ
と
）
に
果
報
を
論
ず
る
に
、
豈

広
に
在
り
て
広
な
る
が
若
き
を
や
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

赤
秀
品
枝 

究
竟
し
て
虚
空
の
如
く
広
大
に
し
て
辺
際
無
し 

 

此
の
二
句
を
荘
厳
量
功
徳
と
名
付
け
る
。 

阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
の
時
、
荘
厳
量
功
徳
を
起

こ
さ
れ
た
理
由
は
、
三
界
（
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
）

を
見
ら
れ
る
に
、
狭
い
、、
小
堕
（
小
さ
な
穴
）、
陘

（
谷
）
陪
（
小
高
い
丘
）、
陼
（
渚
に
あ
る
砂
の
丘
）

あ
る
い
は
、
建
物
は
迫
く
、
窮
屈
で
あ
り
、
大
地
、

田
ん
ぼ
は
狭
苦
し
い
、
又
ど
こ
か
へ
行
こ
う
と
し
て

も
路
は
狭
い
、あ
る
い
は
山
や
河
が
行
く
手
を
は
ば

み
、
さ
え
ぎ
り
、
あ
る
い
は
国
境
が
あ
っ
て
行
く
事

が
で
き
な
い
。 

だ
か
ら
、
菩
薩
は
荘
厳
量
功
徳
の
願
い
を
興
さ

れ
、
我
が
国
（
浄
土
）
を
虚
空
の
よ
う
に
広
大
で
辺

際
が
無
い
よ
う
に
願
わ
れ
た
。 

虚
空
の
ご
と
し
と
は
こ
の
国
（
浄
土
）
に
来
生
す

る
も
の
は
い
か
に
多
く
と
も
一
人
も
い
な
い
よ
う

に
感
じ
る
く
ら
い
広
い
こ
と
を
願
わ
れ
た
。 

広
大
に
し
て
辺
際
な
し
と
は
虚
空
の
如
し
を
は

っ
き
り
表
し
た
も
の
で
す
。 

量
功
徳
の
成
就
と
は
、
十
方
衆
生
の
往
生
す
る

も
の
（
す
で
に
往
生
し
た
者
、
今
往
生
す
る
も
の
、

こ
れ
か
ら
往
生
す
る
も
の
）
は
過
去
、
現
在
、
未
来

三
世
に
渡
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
人
が
ど
れ
だ
け
多

く
て
も
満
ち
る
こ
と
は
な
い 

だ
か
ら
、
畢
竟
如
虚
空
広
大
無
辺
際
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

問 

維
摩
居
士
な
ど
は
小
さ
な
部
屋
に
高
さ
八

万
四
千
由
旬
の
獅
子
座
を
三
万
二
千
包
み
入
れ
て

な
お
あ
ま
り
が
あ
る
。
ど
う
し
て
狭
い
け
ど
広
い
の

か
。 

浄
土
は
国
境
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
え
て
言
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。 

答
え 

場
所
の
広
さ
を
た
と
え
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
空
の
よ
う
だ
と
言
っ
て
い
る
。
悟
り
の



世
界
を
い
っ
て
い
る
維
摩
の
部
屋
が
つ
つ
み
い
れ

る
の
は
狭
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
広
い
の
で
あ
る
。
仏

の
世
界
は
広
く
て
ひ
ろ
い
の
だ
。 

 

考
察 

 

 

延
塚
先
生
は
『
浄
土
論
註
』
の
中
で
、 

荘
厳
量
功
徳
と
は
浄
土
の
量
は
我
々
の
分
別
を
超

え
て
虚
空
の
如
く
広
大
で
あ
る
。つ
ま
り
無
量
寿
で

あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
働
き
は
無
量
寿
・
無
量
光

の
働
き
で
あ
る
。
清
浄
功
徳
は
無
量
光
を
表
し
、
ど

ん
な
に
人
が
生
ま
れ
て
き
て
も
い
っ
ぱ
い
に
な
ら

な
い
量
功
徳
は
無
量
寿
を
い
っ
て
い
る
。 

曇
鸞
の
場
合
は
清
浄
功
徳
が
総
相
で
す
。
親
鸞
聖

人
の
場
合 

帰
命
無
量
寿
如
来 

南
無
不
可
思
議
光
と
い
わ
れ
、

無
量
寿
、
無
量
光
が
総
相
で
す
。 

12-149

浄
土
論
に
曰
く
「
世
尊
我
一
心
に
尽
十
方

無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
て
安
楽
国
に

生
ぜ
ん
と
願
ず
、
彼
の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
三
界

の
道
に
勝
過
せ
り
、
究
竟
じ
て
虚
空
の
如
く
広
大
に

し
て
辺
際
な
し
」 

こ
の
量
功
徳
は
清
浄
功
徳
と
併
せ
て
浄
土
の
総
相

と
し
て
表
し
て
あ
る
。そ
し
て
量
功
徳
は
無
量
寿
で

あ
る
。 

無
量
寿
の
命
を
生
き
さ
せ
て
も
ら
う
の
だ
と
細
川

先
生
は
仰
っ
て
い
ま
す
。 

人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
。
人
は
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
無
量
寿
の
命
を
た

ま
わ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
無
量
寿
の
命
が
生
ま

れ
た
ら
、
死
ぬ
と
か
、
生
き
る
と
か
と
い
う
こ
と
は

問
題
で
な
く
な
る
。
無
限
の
彼
方
と
い
う
も
の
を
考

え
る
よ
う
に
な
る
。
長
い
命
を
持
つ
と
視
野
が
変
わ

っ
て
く
る
。 

聖
教
を
す
き
こ
し
ら
え
た
る
人
の
子
孫
に
は
仏
法

者
出
で
く
る
も
の
な
り 

私
に
は
長
い
先
を
考
え
る
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

量
寿
如
来
が
私
の
命
と
な
っ
て
考
え
る
力
を
与

え
て
く
れ
る
。
私
が
生
き
て
お
る
と
か
死
ん
で
お

る
と
か
関
係
な
い
。
ど
う
か
無
限
の
彼
方
ま
で
仏

法
が
栄
え
て
く
れ
る
こ
と
を
念
ず
る
よ
う
に
な

る
と 

細
川
先
生
の
お
言
葉
で
す
。 

仏
法
が
こ
の
世
で
伝
え
ら
れ
ず
ん
ば
来
世
来
世

で
つ
た
え
ら
れ
ず
ん
ば
来
来
世
と
い
う
お
言
葉

が
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
生
き
と
し
生
き
る
者
が
命
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
赤
ん
坊
か
ら
、
老
人
ま
で
、
男
も
女

も
病
人
も
健
康
な
人
も
世
界
中
の
人
々
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
、
ソ
ビ
エ
ト
の
人
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人

み
ん
な
命
を
い
た
だ
き
、
そ
の
命
を
一
つ
も
無
駄

に
し
な
い
よ
う
に
願
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
の
日
頃
の
生
活
を
考
え
、
こ
の
浄
土
論
註
は
何

を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
ど
う
生
き
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



 

佐
藤 

展 
 

正
道
の
大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
性
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。 

仏
も
と
何
が
故
ぞ
、
こ
の
荘
厳
を
起
こ
し
た
も
う
。 

 

★ 

仏
は
何
故
、
こ
の
荘
厳
を
起
こ
さ
れ
た
の
か
？ 

 

あ
る
国
土
を
見
そ
な
わ
す
に
、 

愛
欲
を
以
て
の
故
に
即
ち
欲
界
あ
り
。 

禅
定
を
攀
猒
す
る
を
以
て
の
故
に
即
ち
色
・
無
色
界
あ
り
。 

こ
の
三
界
は
皆
こ
れ
有
漏
な
り
。
邪
道
の
所
生
な
り
。
長
く
大
夢
に
寝
て
悕
出
を
知
る
こ
と

な
し
。 

こ
の
故
に
大
悲
心
を
興
し
た
も
う
。 

願
わ
く
は
我
成
仏
せ
ん
に
、
無
上
の
正
見
道
を
以
て
、
清
浄
の
土
を
起
こ
し
て
、
三
界
を
出

で
ん
と 

 

※
攀
猒
・
・
・
攀
は
下
か
ら
上
へ
よ
じ
登
る
こ
と
。
猒
は
厭
に
同
じ
。
い
み
き
ら
う
こ
と
。

『
大
乗
義
章
』
に
は
「
攀
上
猒
下
」
と
あ
っ
て
、
凡
夫
外
道
が
波
羅
蜜
を
修
す
る
態
度

は
、
常
に
上
地
を
勝
れ
た
も
の
と
し
て
喜
び
、
下
地
を
劣
っ
た
も
の
と
し
て
厭
う
か
ら
有

漏
道
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
と
あ
る
。 

 

〇
仏
が
ご
覧
に
な
っ
た
衆
生
の
生
き
様
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
よ
く
生
き
て
ゆ
き
た
い
と

い
う
自
己
中
心
の
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
、
深
い
迷
い
の
世
界
に
あ
る
。
た
と
え
そ
こ
か
ら
出
た

い
と
仏
道
を
志
し
て
も
、
向
上
す
れ
ば
有
頂
天
に
な
り
、
他
を
批
判
し
て
人
を
見
下
す
な

ど
、
常
に
人
と
比
べ
、
分
別
の
心
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

こ
の
三
界
は
皆
有
漏
（
煩
悩
・
迷
い
の
世
界
）
で
あ
り
、
上
を
求
め
下
を
厭
う
人
間
の
発

想
、
聖
道
門
は
、
仏
道
で
な
く
邪
道
で
あ
る
。 

人
々
は
自
分
が
こ
の
よ
う
な
迷
い
の
中
に
い
る
こ
と
に
す
ら
気
づ
か
ず
、
迷
い
の
世
界
を
出

る
道
が
あ
ろ
う
な
ど
と
は
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
有
り
様
を
悲
し
ん
で
浄
土
を
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

〇
仏
は
既
に
仏
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
願
わ
く
は
我
成
仏
せ
ん
に
」
と
、
苦
悩
の
衆

生
を
救
わ
ず
に
は
仏
に
は
成
ら
な
い
と
、
命
が
け
の
願
い
を
立
て
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
か

と
い
え
ば
、
こ
の
上
な
い
正
見
の
道
に
よ
っ
て
清
浄
な
る
浄
土
を
興
し
、
人
々
を
こ
の
迷
い

の
三
界
か
ら
出
さ
せ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

  

★ 

そ
の
浄
土
と
は
何
か
？
ど
の
よ
う
な
浄
土
か
？
（
因
、
根
、
性
、
成
り
立
ち
、
本
質
） 

・
・
・
性
功
徳
の
「
性
」
か
ら
た
ず
ね
る
。 

 

① 

性
と
は
是
れ
本
の
義
な
り
。
こ
の
浄
土
は
、
法
性
に
従
い
、
法
の
根
本
に
そ
む
か
な
い

も
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
は
、
『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
性
起
品
に
説
か
れ
て
い
る
如
来
性
起
の
意
義
と
同
じ

で
あ
る
。 

 

※
『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
性
起
品
・
・
・（
『
講
讃 

浄
土
論
註 

第
四
巻
』
延
塚
知
道 

 

Ｐ
12
よ
り
） 

「
本
の
義
」
と
は
法
の
こ
と
で
す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
本
来
性
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
の
浄
土
は
ど
ん
な
者
に
と
っ
て
も
本
来
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（
中
略
）
そ
も
そ
も
こ
の
『
華
厳
経
』
と
い
う
経
題
は
雑
華
荘
厳
を
意
味
し
ま
す
。
立
派
な

華
も
、
雑
草
も
、
ど
ん
な
も
の
も
法
と
い
う
こ
と
が
本
来
性
な
の
で
す
。
そ
れ
を
美
し
い
と



か
雑
草
だ
と
か
を
決
め
る
の
は
人
間
の
分
別
心
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
分
別
を
超
え

て
、
本
来
性
が
華
開
い
て
い
る
こ
と
を
説
く
の
が
『
華
厳
経
』
で
す
。
阿
弥
陀
の
浄
土
は
生

き
と
し
生
け
る
者
の
本
来
性
（
本
の
義
）
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
初
め
に
説
か
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

② 

性
と
は
行
為
を
積
み
重
ね
、
く
り
か
え
し
て
性
を
成
ず
る
と
い
う
こ
と
。 

こ
れ
は
法
蔵
菩
薩
を
指
し
て
い
る
。
法
蔵
菩
薩
は
諸
々
の
波
羅
蜜
を
集
め
、
そ
れ
を
積
み
重

ね
く
り
か
え
し
て
、
こ
の
浄
土
を
成
じ
た
も
う
た
の
で
あ
る
。 

 

〇
法
蔵
菩
薩
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
五
劫
の
間
思
惟
し
て
、
四
十
八
願
を
選
び
と
り
、
兆
載

永
劫
に
わ
た
る
修
行
の
結
果
こ
の
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
と
い
う
、
法
蔵
菩
薩
の
ご
苦
労
を
表

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

③ 

性
と
は
聖
種
性
の
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
法
蔵
菩
薩
は
世
自
在
王
仏
の
み
も
と
に
あ
っ

て
、
無
生
法
忍
を
悟
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
の
位
を
聖
種
性
と
名
づ
け
る
。 

法
蔵
菩
薩
は
、
こ
の
性
の
位
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
四
十
八
の
大
願
を
発
し
、
こ
の
土
を
修
起

せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
安
楽
浄
土
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
浄
土
は
、
彼
の
聖
種
性

に
お
け
る
発
願
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
結
果
の
中
に
、
そ
の
因
を
説

く
か
ら
性
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

 

※
聖
種
性
・
・
・
聖
は
初
地
以
上
の
無
漏
の
聖
者
。
種
は
仏
果
に
対
す
る
因
位
の
意
。
性
は

不
壊
不
改
の
意
。
即
ち
、
こ
の
位
に
住
し
て
動
ぜ
ず
堕
落
し
な
い
か
ら
性
と
い
う
。
総
じ

て
こ
れ
は
菩
薩
の
十
地
の
位
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
因
位
の
法
蔵
菩
薩
を
指
す
。 

 

④ 

性
と
は
「
必
然
」
の
義
で
あ
り
、「
不
改
」
の
義
で
あ
る
。 

例
え
ば
海
の
性
は
一
味
で
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
流
れ
が
入
っ
て
き
て
も
必
ず
一
味
と
な

り
、
海
の
味
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
改
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
人
の
身

の
性
は
不
浄
で
あ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
素
晴
ら
し
い
色
や
香
り
、
美
味
し
い
も
の
で
も
、

身
体
に
入
れ
ば
全
て
不
浄
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

安
楽
浄
土
は
諸
々
の
往
生
す
る
者
に
、
不
浄
の
身
も
な
く
、
不
浄
の
心
も
な
い
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
全
て
清
浄
で
平
等
な
無
為
法
身
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
安
楽
浄
土
の
清
浄
の
性
が

成
就
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

   

「
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
」
と
は
、
平
等
の
大
道
な
り
。
平
等
の
道
な
れ
ば
な
り
。 

名
づ
け
て
正
道
と
為
る
所
以
は
、
平
等
は
是
れ
諸
法
の
体
相
な
り
。 

諸
法
平
等
な
る
を
以
て
の
故
に
発
心
等
し
。
発
心
等
し
き
が
故
に
道
等
し
。
道
等
し
き
が
故

に
大
慈
悲
等
し
。
大
慈
悲
は
是
れ
仏
道
の
正
因
な
る
が
故
に
。 

 

＊
『
解
読 

浄
土
論
註
』
（
東
本
願
寺
）
Ｐ
40
の
解
読 

「
正
道
の
大
慈
悲
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず
」
と
は
平
等
の
大
道
で
あ
る
。
も
と
よ
り
平

等
の
道
で
あ
る
か
ら
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。
名
づ
け
て
正
道
と
す
る
わ
け
は
、
平
等
と
は

諸
法
の
根
本
の
相
（
す
が
た
）
で
あ
っ
て
、
諸
法
が
平
等
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
菩
薩
の
発

せ
ら
れ
た
願
心
は
平
等
で
あ
る
。
発
せ
ら
れ
た
願
心
が
平
等
で
あ
る
か
ら
修
行
の
道
は
平

等
で
あ
る
。
道
が
平
等
で
あ
る
か
ら
大
慈
悲
は
平
等
で
あ
る
。
大
慈
悲
こ
そ
は
仏
道
の
正

因
で
あ
る
。(

だ
か
ら
平
等
の
道
を
正
道
と
い
う
の
で
あ
る) 

 

〇
「
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
」
で
あ
る
浄
土
と
は
、
平
等
の
大
道
で
あ
る
。 

親
鸞
聖
人
の
真
筆
本 

他
に
は
「
正
道
大
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
」
と
「
大
道
」
の
文
字
を

加
え
て
あ
る
。（『
講
解 

教
行
信
証
・
真
仏
土
の
巻
』
星
野
元
豊
著 

Ｐ1518

よ
り
） 

 

〇
法
蔵
菩
薩
が
苦
悩
の
衆
生
を
救
わ
ず
に
は
私
は
仏
に
成
ら
な
い
と
、
命
が
け
の
誓
願
を
立

て
、
五
劫
の
間
思
惟
し
て
、
四
十
八
願
を
た
て
ら
れ
、
「
五
逆
、
十
悪
の
自
己
に
目
覚
め
て



念
仏
申
す
」
と
い
う
生
き
方
、
道
を
興
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
浄
土
と
は
、
頑
張
っ
て
い
つ
か

到
達
す
る
よ
う
な
所
で
は
な
く
、
生
き
る
方
向
、
道
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
死
ぬ
ま
で
な
く
な
ら
な
い
「
自
分
に
都
合
よ
く
生
き
て
ゆ
き
た
い
」「
私
は
正
し

い
」
と
い
う
自
己
中
心
の
思
い
、
人
と
比
べ
優
越
感
劣
等
感
に
縛
ら
れ
る
心
を
そ
の
ま
ま

に
、
ど
ん
な
こ
と
に
出
会
っ
て
も
、
ど
ん
な
心
が
出
て
来
よ
う
と
も
、
お
念
仏
申
し
て
生
か

さ
れ
る
道
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
に
可
能
な
生
き
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
努
力
で

進
む
道
で
な
く
、
如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
大
道
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
の

で
は
？ 

   

正
道
大
慈
悲
と
い
う
は
、
慈
悲
に
三
縁
有
り
。 

一
に
は
衆
生
縁
、
是
れ
小
悲
。 

二
に
は
法
縁
、
是
れ
中
悲
。 

三
に
は
無
縁
、
是
れ
大
悲
な
り
。 

大
悲
は
即
ち
出
世
の
善
な
り
。
安
楽
浄
土
は
こ
の
大
悲
よ
り
生
ず
る
が
故
に
。 

故
に
こ
の
大
悲
を
謂
い
て
浄
土
の
根
と
為
せ
る
。 

故
に
「
出
世
善
根
生
」
と
日
う
。 

 

〇
無
縁
・
・
・
切
れ
ば
血
の
出
る
関
係
？ 
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妙
色
功
徳
か
ら
雨
功
徳
ま
で
各
荘
厳
功
徳
の
ポ
イ
ン
ト
と
キ
ー
ワ
ー
ド 

音
石
和
男 

（
六
）
妙
色
功
徳 

○
十
二
通
り
の
比
較
を
し
て
、
最
も
す
ぐ
れ
た
金
色
の
光
と
し
て
示
さ
れ
る
「
安
楽
国
中
」
の

光
明 

第
三
願
（
悉
皆
金
色
の
願
）
に
誓
わ
れ
る
「
真
金
色
」
の
意
味
（「
宮
城
顗
選
集
」
十
六
巻P243

） 

 

・
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
、
磨
け
ば
も
と
の
輝
き
が
す
ぐ
戻
る
。 

 

・「
中
道
実
相
の
色
」十
二
色
・十
四
色
の
一
つ
の
色
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
光
そ
の
も
の
。 

○
浄
土
の
光
明
が
煩
悩
の
垢
業
と
は
無
縁
の
清
浄
な
も
の
と
し
て
成
就
し
た
の
は
「
阿
弥
陀
如

来
を
増
上
縁
と
為
た
ま
う
が
故
に
」 

「
他
力
釈
」
の
引
文
。
利
行
満
足
章
、
五
念
門
を
修
し
て
自
利
利
他
成
就
す
る
覚
り
に
つ
い
て
。 

「
然
る
に
、
覈
に
其
の
本
を
求
む
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
為
る
な
り
」
（「
聖
典
」 

十
二P41

）
に
対
応
。 

増
上
縁
＝
仏
が
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る
に
つ
い
て
三
縁
（
親
縁
、
近
縁
、
増
上
縁
）
立
て
る

中
の
一
つ
。『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、「
増
上
縁
は
す
ぐ
れ
た
る
強
縁
な
り
」（「
聖
典
」
十
七

P
８
）
と
あ
る
。 

「（
a
）
安
楽
浄
土
は
是
れ
無
性
忍
の
菩
薩
の
浄
業
の
所
起
な
り
。(

b) 

阿
弥
陀
如
来
法
王

の
所
領
な
り
。（
c
）
阿
弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
為
た
ま
う
が
故
に
」（
妙
色
功
徳
） 

は
、「
証
の
巻
」
で
教
行
信
証
が
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
で
あ
る
と
総
括
さ
れ
た
ご
自
釈
に

相
応
。 

「
そ
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。（
c
）
か
る
が
故

に
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
え
る

と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
（
a
）
因
浄
な
る
が
故
に
。（
b
）
果
ま
た
浄
な
り
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「
聖
典
」
十
二P122

）（「
宮
城
顗
選
集
」
十
六
巻P259

） 
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(
七)

触
功
徳 

○
「
人
天
の
六
情
、
水
乳
に
和
し
て
」（
三
事
和
合
） 

六
根
＝
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
・
意
根
（
人
間
の
内
に
備
わ
る
感
性
能
力
） 

六
境
＝
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
（
根
が
は
た
ら
き
か
け
る
対
象
） 

六
識
＝
眼
識
・耳
識
・鼻
識
・身
識
・意
識
（六
根
が
六
境
に
は
た
ら
き
か
け
て
起
こ
す
認
識
） 

○
軟
宝
に
触
れ
て
実
現
す
る
「
身
心
柔
軟
」
と
は 

現
実
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
な
が
ら
、
現
実
に
潰
さ
れ
ず
流
さ
れ
な
い
在
り
方 

・
平
野
修
師
の
解
説
（「
平
野
修
選
集
」
第
三
巻P270

-271

） 

「
菩
薩
が
『
広
略
に
修
行
』
し
て
成
就
し
た
『
柔
軟
心
』
の
こ
と
を
『
不
二
の
心
』
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
不
二
』
と
は
、
環
境
（
現
実
）
と
我
々
と
は
無
関
係
の
も
の
で
は
な
く
。

ま
た
べ
っ
た
り
一
つ
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
関
係
を
表
し
ま
す
。（
中
略
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

のmrducitta

と
い
う
言
葉
が
、「
柔
軟
」
と
翻
訳
さ
れ
た
わ
け
で
す
。m

rducitta

と
い
う

言
葉
自
身
は
、「
熟
達
し
た
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
柔
軟
心
」
と
は
「
熟
達
し
た

心
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
車
に
乗
っ
て
い
る
人
の
中
で
、
本
当
に
熟
練
し
た
人
は
、

車
が
故
障
し
て
も
ど
こ
が
お
か
し
い
か
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
塾

練
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
熟
練
し
た
心
」
と
は
、
自
分
で
自
分
を
取
り
囲
む
環
境

（
現
実
）
の
中
で
起
こ
っ
て
き
た
問
題
の
中
で
、『
自
ら
が
主
で
あ
る
』
こ
と
を
失
わ
な
い
の

が
、
柔
軟
心
の
意
味
か
と
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
我
々
に
お
い
て
は
、
勝
っ
た
と
か
負
け
た
と
か
、
言
う
通
り
に
な
っ
た
な
ら
な

か
っ
た
と
言
う
の
方
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
ら
、
事
態
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
り
、
い
よ
い
よ

亀
裂
を
深
め
て
い
く
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
と
も
か
く
我
々
は
家
庭
の
中
に
あ
り
ま
す
し
。
ま

た
、
寺
院
に
あ
っ
て
門
徒
の
方
と
の
関
係
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
思
い
通
り

に
こ
と
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
「
柔
軟
心
」
で
は
な
い
わ
け
で
す
。（
中
略
）
家
に
あ
っ
て
は

家
族
の
者
を
自
由
に
動
か
し
て
い
き
た
い
わ
け
で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
動
い
て

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
あ
れ
が
消
え
て
く
れ
た
ら
、
こ
れ
が
消
え
て
く
れ
た
ら
と
い

う
願
望
が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
夢
を
見
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
た
ま
た
ま
周

り
が
消
え
て
く
れ
ま
し
て
も
、
最
後
に
残
っ
て
く
る
の
は
、『
み
ん
な
が
・
・
・
』
と
い
う
環

境
（
現
実
）
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
は
『
柔
軟
心
』
を
成
就
し
て
い
な
い
わ
け

で
す
。 
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菩
薩
が
成
就
し
た
『
柔
軟
心
』
は
、『
熟
達
し
た
心
』
だ
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
別
の

翻
訳
で
は
『
堪
忍
性
』
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
責
任
に
耐
え
て
い
く
心
で
す
。
我
々
に
は
『
柔

軟
心
』
の
持
ち
合
わ
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
堪
忍
で
き
ま
せ
ん
。
堪
忍
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ぶ

ち
壊
す
わ
け
で
す
。
力
が
あ
れ
ば
事
態
を
う
ま
く
動
か
し
て
い
け
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
力
が

な
い
か
ら
ぶ
ち
壊
す
の
で
す
。
我
々
に
仏
法
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
こ
と
は
環
境
（
現
実
）

の
中
を
生
き
て
い
く
上
で
、
ぶ
ち
壊
す
の
で
も
な
く
、
押
し
潰
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
そ
の
関

係
を
『
熟
達
し
て
』
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

・
何
事
も
「
よ
ー
こ
そ
、
よ
ー
こ
そ
、
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
・
・
」
と
受
け
と
め
た
因
幡
の
源
佐 

 

（
八−

１
）
三
種
功
徳
・
水
功
徳 

○
開
身
悦
体
（「
大
経
」
調
和
冷
暖 

自
然
随
意 
開
神
悦
体
） 

「
自
己
自
身
が
閉
塞
し
て
い
る
、
閉
じ
て
い
る
。『
心
塞
が
り
』
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
閉
塞
し
て
い
る
状
態
が
私
ど
も
の
在
り
方
で
あ
る
。
心
理
的
に
い
え
ば
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
で
あ
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
て
、
何
か
固
ま
っ
て
い
る
。
肩
が
張
っ
て
い
て
窮

屈
で
あ
る
。
そ
れ
を
開
く
、
開
放
す
る
用
き
が
浄
土
の
水
に
な
る
。 

何
十
億
年
昔
は
、
命
は
水
の
中
に
あ
っ
た
。
元
々
水
の
中
に
生
じ
た
に
相
違
な
い
。
水
の
中

に
あ
っ
た
命
が
何
十
億
年
か
か
っ
て
陸
に
上
が
っ
て
き
た
。
魚
が
陸
に
上
が
っ
て
き
た
。
人
間

の
母
胎
の
中
で
は
、
は
じ
め
の
頃
は
魚
の
形
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
で
、
水
に
触
れ
る
こ
と
が
何
処
か
で
体
を
柔
ら
か
に
す
る
。
水
に
入
る
と
浮
力
が

あ
る
か
ら
力
む
必
要
が
な
い
。
体
が
楽
に
な
る
。
そ
れ
が
私
ど
も
の
本
能
に
あ
る
。
そ
れ
を
浄

土
の
荘
厳
の
用
き
に
象
徴
し
て
い
る
。 

浄
土
の
水
に
触
れ
る
と
心
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
当
は
本
願
力
に
触
れ
る
所
に
開
か
れ

る
心
を
水
に
触
れ
る
と
い
う
形
で
象
徴
す
る
。
泳
げ
な
い
人
間
が
水
に
入
る
と
ま
す
ま
す
固

く
な
る
が
、
水
の
力
を
信
じ
て
身
を
投
げ
出
せ
ば
浮
か
ぶ
。
自
分
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
と
く
た

び
れ
て
し
ま
う
。
水
を
信
ず
れ
ば
水
の
力
が
人
間
を
浮
か
す
。
浮
こ
う
と
す
る
必
要
が
な
い
。

ひ
と
り
で
に
浮
い
て
し
ま
う
。 

本
願
力
に
ま
か
せ
れ
ば
、
自
然
の
本
来
に
ま
か
せ
れ
ば
、
な
に
も
自
分
で
頑
張
る
必
要
は
な

い
と
い
う
心
境
、
境
地
を
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
心
を
開
く
。
魂
（
神
）
が
ま
ず
触
れ
る
。
魂
（
神
）

と
い
う
の
は
結
局
存
在
の
本
来
を
感
覚
す
る
よ
う
な
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
に
触
れ
る
と
、
身
が

く
つ
ろ
ぐ
、
そ
れ
が
開
神
悦
体
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
本
多
弘
之
「
大
無
量
寿
経
講
義
・
第
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巻
」P506-

507 

 (

八―

２)
三
種
功
徳
・
地
功
徳 

○
宮
殿
楼
閣
は
鏡
の
ご
と
く
十
方
を
納
め
ん 

・
宮
殿
楼
閣
・
・
・「
観
経
」
定
善
十
三
観
の
中
に
お
い
て
、
第
六
宝
楼
観
は
、
そ
れ
ま
で
の

宝
樹
（
第
四
観
）、
宝
池
（
第
三
観
）
が
そ
こ
で
初
め
て
成
就
す
る
「
総
観
想
」
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。（「
聖
典
」
二P14

） 

 

楼
閣
は
そ
の
大
地
の
中
心
を
生
み
出
し
て
統
一
を
与
え
、
十
方
を
観
ず
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
       

 
 
 
 
 

 

（「
宮
城
顗
選
集
」
十
六
巻P323) 

・
鏡
納
十
方
（三
十
一
願
＝
諸
仏
世
界
を
照
見
す
る
こ
と
明
鏡
に
そ
の
面
像
を
み
る
が
如
し
） 

 

鈴
木
大
拙
「
浄
土
系
思
想
論
」
は
、
第
三
十
一
願
に
華
厳
の
法
界
観
を
み
る
。 

「
極
楽
と
娑
婆
と
互
い
に
相
映
出
し
て
、
而
も
、
娑
婆
は
娑
婆
、
極
楽
は
極
楽
で
、
各
々
そ

の
分
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
華
厳
の
法
界
観
（
一
々
事
象
が
そ
れ
ぞ
れ
個
物
と
し
て

存
在
し
て
い
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
理
性
に
よ
っ
て
融
通
無
碍
に
相
即
し
て
い
る
）
で
あ
る
。（
中

略
） 既

に
弥
陀
の
仏
土
に
こ
れ
ら
他
方
の
世
界
が
一
・
一
映
出
せ
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
こ
れ
ら
他

方
の
世
界
が
亦
一
・
一
弥
陀
の
浄
土
を
映
出
せ
ぬ
と
い
う
道
理
は
あ
る
ま
い
。『
明
鏡
に
そ
の

面
像
を
み
る
が
如
し
』
と
い
う
思
想
の
裏
に
は
、
華
厳
の
法
界
観
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
見
な

く
て
は
な
ら
な
い
。 

浄
土
が
浄
土
を
映
す
と
い
う
こ
と
と
、
浄
土
が
穢
土
を
映
す
と
い
う
こ
と
は
違
う
と
も
云

わ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
一
応
表
面
の
理
屈
で
、
浄
土
成
立
の
本
来
の
事
由
を
考
え
て
み
る
と
、
浄

土
と
穢
土
は
単
な
る
経
文
の
記
述
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
相
映
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
相
映

す
と
い
う
の
は
相
対
立
す
る
の
意
で
あ
る
。
両
者
の
矛
盾
を
昂
む
れ
ば
昂
む
る
ほ
ど
、
相
互
映

出
の
法
界
観
又
は
一
如
観
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
」（
岩
波
文
庫
版
、P17-

18

） 

○
無
所
属
亦
非
不
属 

恵
然
の
「
浄
土
論
註
顕
深
義
記
」
は
「
無
所
属
と
は
炳
然
（
明
ら
か
な
さ
ま
）
と
し
て
雑
ら

不
る
な
り
。
非
不
属
と
は
、
円
成
一
塊
也
」
と
釈
す
。 

「
種
々
の
事
が
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
互
い
に
侵
し
あ
う
こ
と
な
く
（
＝
無
所
属
と
は
炳
然
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と
し
て
雑
ら
不
る
な
り
）、
し
か
も
全
体
と
し
て
渾
然
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
調
和
あ
る
世
界

（
＝
非
不
属
と
は
、
円
成
一
塊
也
）
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
、
一

つ
の
調
和
あ
る
世
界
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
単
に
、
万
事
が
ほ
ど
よ
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
全
体
も
そ
し
て
同
時
に
そ
の
ど
の
部
分
に
お
い
て
も
、
一
つ

の
世
界
、
願
心
荘
厳
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（「
宮
城
顗
選
集
」
十
六
巻P333

） 

(

八―

３)

三
種
功
徳
・
虚
空
功
徳 

○
懐
道
見
徳 

・
恵
然
「
浄
土
論
註
顕
深
義
記
」・
・
・
浄
土
に
巡
ら
さ
れ
た
宝
網
に
か
か
る
鈴
が
響
か
せ
る

法
の
音
を
聞
く
者
に
は
「
塵
労
垢
習
、
自
然
に
起
こ
ら
ず
」（「
大
経
」
虚
空
成
就
の
文
）
の
意

と
す
る
。 

・
香
月
院
深
励
「
註
論
講
苑
」・
・
・「
大
経
」
下
巻
・
三
毒
段
末
尾
の
「
一
世
の
勤
苦
は
須

臾
の
間
な
り
。
後
に
無
量
寿
国
に
生
れ
快
楽
無
極
な
り
。
長
く
道
徳
と
合
明
し
、
永
く
生
死
の

根
本
を
抜
き
、
復
貪
・
恚
・
愚
痴
・
苦
悩
の
患
無
し
」（「
聖
典
」
一P57-58

）
を
受
け
て
、 

「
今
は
浄
土
の
菩
薩
の
菩
薩
は
眼
に
宝
網
を
み
耳
に
法
音
を
き
く
と
こ
ろ
で
、
そ
の
道
徳
を

得
給
う
と
い
ふ
て
道
徳
の
二
字
を
わ
け
て
懐
道
見
徳
と
い
ふ
な
り
」
と
釈
す
。 

道→

信
心
・
菩
提
心
に
備
わ
る
真
実
そ
の
も
の 

 

徳→

信
心
に
促
さ
れ
る
こ
の
世
の
生
活
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（「
宮
城
顗
選
集
」
十
六
巻P347-349
） 

（
九
）
雨
功
徳 

○
無
量
香
普
薫
（
第
三
十
二
願
「
宝
香
合
成
の
願
」） 

供
養
の
具
と
し
て
の
香
り
・
・
・「
法
華
経
」
法
師
品
に
説
か
れ
る
十
種
供
養 

 

経
巻
・
華
・
香
・
瓔
珞
・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・
繒
蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
伎
楽 

→

四
種
が
香 

 

供
具
如
意
が
実
現 

（
最
善
の
供
養
は
聞
法
） 

○
華
光
出
仏 

・
一
一
華
中
出
三
十
六
百
千
億
光
（
仏
）・
・
・
浄
土
の
蓮
華
の
花
び
ら
か
ら
無
数
の
光
が
放

た
れ
、
そ
の
光
の
中
か
ら
仏
が
出
現
す
る 
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・
如
是
諸
仏 

各
々
安
立
・
無
量
衆
生
・
於
仏
正
道
・
・
・
阿
弥
陀
如
来
の
光
の
中
か
ら
誕

生
し
た
諸
仏
が
、
各
々
、
無
量
の
衆
生
を
、
仏
の
正
道
に
安
立
せ
し
む
る
。 

・「
讃
阿
弥
陀
仏
和
讃
」 

42  

一
の
は
な
の
中
よ
り
は 

三
十
六
百
千
億
の 

 

光
明
照
ら
し
て
ほ
が
ら
か
に 

い
た
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
な
し 

 
 
 
 
 

 

43   

一
々
の
は
な
の
中
よ
り
は 

 

三
十
六
百
千
億
の 

 
 
 

仏
身
も
ひ
か
り
も
ひ
と
し
く
て 

相
好
金
山
の
ご
と
く
な
り 

44    

相
好
ご
と
に
百
千
の 

 

ひ
か
り
を
十
方
に
は
な
ち
て
ぞ 

 
 
 

つ
ね
に
妙
法
と
き
ひ
ろ
め 

衆
生
を
仏
道
に
い
ら
し
む
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
） 
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「聖典」は島地聖典のページ

浄土の相貌

（八ー１）水功徳 （八ー２）地功徳 （八ー３）虚空功徳

身触 鼻触

宝性功徳草　柔軟左右旋 宝華千万種　弥覆池流泉 宮殿諸楼閣　観十方無碍 無量宝交絡　羅網遍虚空

触者生勝楽　過迦旋隣陀 微風動華葉　交錯光乱転 雑樹異光色　宝欄遍囲繞 種々鈴発響　宣吐妙法音

仏が此の荘厳を

起こされた理

由、

大悲の願を興さ

れた背景となっ

た国土の在り方

（不平等がもたらす苦悩）

＜資質＞優れる劣るがあって平

等でない

＜立場＞高い低いという差

＜意見＞是非の対立

＜果報＞三界に迷い苦しむ

（夢や希望と現実のギャップが

もたらす苦悩）

（眼は）金玉を宝として重んじ

ても、（身は）衣服にはできな

い。（眼）磨いた鏡を珍しいと

玩んでも、（身）敷具にはでき

ない。目を悦ばせることができ

ても、身には都合がよくない。

眼に映るもの（夢や希望）と身

のはたらき（現実）の矛盾。

（不安や恐怖に閉じこめられる

苦悩）

川や海の水が大波をたて、濁り

泡立って驚かし、流氷が迫って

人々を閉じ込める。生きた心地

もなく、逃げ出そうと恐怖の思

いに駆られる。

（山谷のような高低差により互

いに孤立/理解しあえない苦悩）

険しく聳える山々、嶺には枯木

が横たわり、起伏の激しい山々

が深い谷を刻んで連なり、雑草

が覆う。大海原が見渡す限り続

き、雑草が風になびく広沢に

は、誰も足を踏み入れない。

（さまざまな憂慮・不安がもた

らず苦悩）

煤煙やちりが大空を覆い隠し、

雷が稲光とともに大雨を降ら

せ、不吉な天火や虹がつねに

やって来て、憂慮が重なり、身

の毛もよだつ思いがする。

（諸仏恭敬の願がかなわない身

であることの苦悩）

衣服を地にしき尊敬する人を招

き、香り高い花や名宝によって

恭いの心を表そうとするが、善

業が乏しく果報が貧しいものに

は、成し遂げられない。

大悲の願によっ

て成就する荘厳

無垢清浄の金色の光明が曜かす 浄土の柔軟な宝に触れ、三事和

合して身心柔軟となり、法喜楽

を生ずる。（現実をそのまま受

け入れ、現実に流されない）

宝池水が宝花や微風とともに開

身悦体をもたらす

宮殿楼閣は鏡のように十方世界

を映し出し、無所属亦非不属。

（互いに理解し合い、互いに独

立した世界）

空を覆う宝の羅網が法音を説

き、これを見て飽きることなく

懐道見徳する。

常に供養の具を雨らせて、衆生

を満足させる

対応する

「大無量寿経」

の御文（「論

註」下巻の功徳

成就との関係）

「論註」上巻・水功徳の開身悦

体だけでなく、下巻の功徳成就

には、「宝池荘厳」全体を引用

・衆（14種）の妙法の声を聞く

・三途苦難の名あることなし

　（「聖典」一P33-34)

「論註」上巻・虚空功徳の「宝

網交絡・・」だけでなく、下巻

の功徳成就には「虚空荘厳」全

体を引用

・浄土の風が吹いて、羅網にか

かる鈴から法音を、宝樹から徳

香を流布させ、それを受ける者

は、「塵労垢習自然に起こら

ず」（「聖典」一P37)

「論註」上巻・雨功徳の「宝衣

を雨り宝華を雨る」だけでなな

く、下巻の功徳成就には三十二

願（宝香合成の願）成就文と

「華光出仏」全体を引用。

（「聖典」一P37-38)

対応する大悲の

願（四十八願）

第四願　無有好醜の願

（浄土に美醜・優劣の差なし）

第三願　悉皆金色の願

（浄土は皆金色に輝く）

第三十三願　触光柔軟の願

（浄土の光明を受け身心柔軟と

なる）

第四十六願　随意聞法の願

第十六願　　離譏嫌名の願

第三十一願　国土清浄の願

（諸仏世界を照見すること、明

鏡にその面像をみるが如し）

第三十九願　受楽無染の願

（煩悩の染着がなくなる）

第二十四願　供具如意の願

第三十二願　宝香合成の願

親鸞聖人へのつ

ながり

浄土を曜かす平等の金色は、阿

弥陀如来の増上縁による（他力

釈）

真仏弟子釈(「聖典」十二P87) 妙法の声＝南無阿弥陀仏 法音＝南無阿弥陀仏
讃阿弥陀仏和讃42,43,44

（「聖典」二ーP16)

備考 曇鸞大師は梵語も読めた？訳者

（菩提流支）の翻訳を批判

取者＝文の表面だけで取らわれ

る人の「雨」誤解への注意喚起

願生偈の御文 無垢光炎熾　明浄曜世間 雨華衣荘厳　無量香普薫

（八）三種功徳

浄土の受用

（六）妙色功徳 (七）触功徳

眼触

荘厳功徳
（九）雨功徳


